
ボタン操作

画面の下には、２つの項目が表
示され、ボタンの左右の機能を
示しています。選択したい方の
ボタンを押してください。

メニューの表示

左ボタンを押すと、メニューが
表示されます。

メニューの
移動は上下
ボタンで
行えます。

電源のON

電池を入れるか、下ボタンを
５秒押すと起動します。

電源のOFF

メニュー [電源OFF] で OFF

カラー液晶の設定
液晶画面の明るさ
や、電池の消費電力
を抑えるための自動
液晶消灯機能など
は、メニュー [設定 ]
-[ 表示 ] から行って
ください。

時計の設定
測定器は、警告アラー
ムが発動した線量な
どの測定値を記憶し
ます。そのため内部
時計があります。設
定は、メニュー [設
定 ]-[ 日付 / 時間 ] か
ら設定してください。

アラーム音、クリック音
警告アラーム発動
時の音量や、ボタ
ンを押したときの
クリック音を調節
できます。メニュー
[設定 ]-[ 音 ] から
設定できます。

測定モード
μSv/h 測定と、cps カウント率測定
を上ボタンで切り替えできます。

μSv/h 測定 探索モード 
cps 測定

放射線は、物理的な性質から出たり、
出なかったりするため常に測定値が
ばらついています。このばらつきの
範囲を、統計誤差（％）として表示
します。測定結果 0.10μSv/h, 
30％の場合 0.10±30％という意味
で、0.07 ～ 0.13μSv/h の間に測定
値のばらつきの 95％が含まれる範
囲を示し、平均値が 0.10μSv/h と
いう意味です。正確な測定をするに
は、誤差が 20％以下で測定値を読
んでください。

μSv/h の測定値

探索モード (cps 測定）モードでは、
汚染の強さに応じてアラーム音の間
隔が短くなります。cps の値や、ア
ラーム音を聞きながら、アラームが
激しくなる場所が放射能汚染が強い
場所になります。この場所で、さら
にμSv/h の測定も行ってください。

CPS測定値

測定器は周りの放射線の状況を記憶
してます。この場所を基準として、
より強い放射能を見つけると、ア

ラームが自動的
になるように
なっています。
測定を開始する
前に基準点を測
定器に記憶させ
てください。メ
ニュー [校正 ]
を選択してくだ
さい。

測定の基準設定（校正）

1- 校正を行い、測定の基準点を決め
ます。(メニュー [校正 ])
2- 探索モード (CPS測定 ) でアラー

ム音の頻度を頼りに放射能が強い場
所を探します。
3- 再びその場所で校正を行い、基準
点を、汚染個所にします。
4- さらに調査を続けて、さらにア
ラームが鳴る場所を探します。
1,2,3 を繰り返すことで汚染個所を
ピンポイントで特定できます。
5- 最後に汚染の強い場所で、μSv/h
の測定を行い、人間への影響度合い
をシーベルト単位で調査します。

汚染源の調査方法

測定単位は、R/h
( レントゲン）、
Sv/h( シーベルト )
から選択できます。
線量率モード表示
時に、同時に探索
アラーム監視する
こともできます。
設定は、メニュー

[設定 ]-[ 測定 ] から行ってください。

測定の設定

測定器は、一定時間ごとに測定値を
自動的に内部メモリに保存します。
保存間隔は、メニュー [設定 ]-[履歴 ]
から設定できます。ループモードに
チェックを入れると、測定器の内部
メモリがなくなった場合に、古い方
からデータを消していきます。
チェックしない場合には、内部メモ

リがいっぱいに
なった時点で記録
が止まります。

測定値の自動保存
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電池タイプの選択
メニュー [設定 ]-
[ 電源 ] で電池の
種類を選択してく
ださい。
(アルカリ電池
/NiMH充電池 )

充電
充電池 (NiMH) をご利用の場合には、
電池の選択 (上記）を行い、USBケー
ブルから充電できます。
８時間で充電池を充電できます。

電池

利用できる単三電池は、アルカリ電
池 /NiMH充電池の２タイプです。測
定器の下部の電池ケースを 10円玉等
で開けてください。
単三電池の＋が、
測定器の奥側です。

アラームの選択

振動 /音 / 光の
３タイプの警告
のうち２タイプ
をOFFにできま
す。設定はメ
ニュー [設定 ]-
[ アラーム ] で選
択できます。

２タイプのアラーム警告

高：線量率の高い
方の設定値。

低：線量率低い方
の設定値。

σ ：探索モードの
感度係数 n の
設定値。

① 線量率アラーム
設定された線量率（μSv/h) 以上
の線量になった時に発動します。

② 探索アラーム
測定器に記憶された基準点よりも
わずかに高い放射線が見つかった
場合に自動設定で発動される警告。
メニュー [しきい値 ]から設定で
きます。



放射線から出てくるエネルギーを解
析し、放射線源となっている核種を
特定することができます。各測定
モード (μSv/h, cps) 画面から右ボ
タンの [モード ] を選択し、[スター
ト ]で核種識別が開始されます。

この画面で、測定器
と放射線源の距離を
近づけたり、離した
りすることで、測定
器に入ってくる放射
線の強さを調節して
ください。

核種識別の実行

μSv/h 測定 探索モード cps

放射線量が低いため、さ
らに線源に近づけてくだ
さい。そのままでも判定
できることもありますが
核種識別に時間がかかる
場合があります。

最適な放射線の強さで
す。[スタート ]ボタン
で核種識別を開始してく
ださい。

放射線が強すぎます。線
源から測定器を離してく
ださい。

核種識別の自動実行
メニュー[設定]-[核種識別]から「ス
タート時間 (秒数 )」を設定した場合
には、測定器の探索モードでのア
ラームが鳴り続けた場合に、設定秒
数後に自動的に核種識別モードに移
行します。この動作を止める場合に
は、設定秒数を 0としてください。

核種識別の結果

核種識別の結果は、確定 /不確定 /と
ても不確定の３タイプで表示されま
す。確定に表示された核種は、放射線
源となっている可能性が極めて高い核
種です。不確定 /とても不確定に分類
される核種は、まだ判定には至ってい

ない核種です。ス
ペクトル測定モー
ドから実行できる
核種識別モード
で、さらに時間を
かけて測定するこ
とで、確定に変わ
る場合もありま
す。
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見つかった核種

機器に登録された
光電ピークエネル
ギーのうちの何番
目かを示す。

核種の分類
SNM…特別な核物質
MED…医療物質
IND…工業物質
NORM…自然界の物質

判定の確度

ANSI 核種ライブラリ
ANSI ライブラリに登録された 30種
類の核種：

識別できる核種

測定器で識別できる核種は、測定器
にあらかじめ登録された 30種類の
核種 (ANSI ライブラリ )と、利用者
がWindows の付属ソフトウェアを

使い、核種情報を
測定器に送り込む
形の核種 (USER
ライブラリ )の２
タイプがありま
す。
ライブラリの選択
は、メニュー [設
定 ]-[ 核種識別 ]
から選択できま

す。通常は、ANSI を選択しておい
てください。
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USER核種ライブラリ
Windows パソコンからガンマ線を
出す核種情報を、測定器に送り込む
ことで識別できる核種を変更できま
す。付属のCDROMに 200 種類以
上の核種情報が記録されています。
詳しくは、取扱説明書をご覧くださ
い。

この画面で、測定器
と放射線源の距離を
近づけたり、離した
りすることで、測定
器に入ってくる放射
線の強さを調節して
ください。

放射線量が低いため、さ
らに線源に近づけてくだ
さい。そのままでも判定
できることもありますが
核種識別に時間がかかる
場合があります。

最適な放射線の強さで
す。[スタート ]ボタン
で核種識別を開始してく
ださい。

放射線が強すぎます。線
源から測定器を離してく
ださい。

スペクトル測定

放射線は、放射線源
となっている物質に
応じて、異なるエネ
ルギーの放射線を出
しています。スペク
トル測定を行うこと

で、現在の場所 でのエネルギー分布
を視覚的に見ることができます。

メニュー [スペクトル ]-[ 新規 ] から
開始できます。

ちょうどよい放射線量になったら、
[スタート ]で測定を開始してくださ
い。もし放射線の弱くて、放射線測
定器を線源に近づけても、最適な線
量にならない場合には、10分程度の
時間、スペクトル測定を行ってくだ
さい。時間を長くすることで、同様
の測定を行うことができます。

スペクトル測定を行う

徐々にスペクト
ルの波形が現れ
てきます。最低
でも 60秒は測定
してください。
放射線が弱い場合
には、10分以上
測定してくださ
い。測定時間が長
いほど、より正確

な結果となります。最後に [止める ]
ボタンを押します。

４つの選択肢が
出てきます。即
座に核種識別結
果を見たい場合
には、[核種識別 ]
を選択します。ス
ペクトルデータを
保存して後で、詳
細な検証や核種識
別をする場合には

[保存 ] を選択します。[再スタート ]
は、もう一度スペクトル測定を最初
から行います。[戻る ] を選択するこ
とで、さらに時間をかけて、スペク
トル測定を継続することができます。

核種識別を選択
した場合には、
核種識別の結果
が表示されます。


